
　「なりわいの匠」は、新潟県の農山漁村体験のインストラクターであり、
農山漁村地域の暮らしの中で培った「わざ」を活かした体験交流の指導者
として、新潟県知事が認定しています。
　西蒲区内にも、地元で採れる材料を使った加工品や、地域に伝わる工
芸品・郷土料理づくりなどの匠に認定された人たちがおり、学校や地域の
体験活動の講師などで活動してきました。
　今年度はコロナ禍で学校や地域の体験活動が限定されましたが、地域
伝統のさまざまな「わざ」を伝える人として、西蒲区内の「なりわいの匠」か
ら3人を紹介します。
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◀阿部さん自家製のみそで3～4年
漬け込んだ大根は、市販のものとは
違う、濃いあめ色をしていました。
風味や食感を活かすため、フードプ
ロセッサーなどではなく、手で細か
く刻むそうです。また、刻んだみそ
漬けにあえるごまは、写真左奥にあ
る「薬研」という道具ですりつぶすと
おいしいそうです。
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◀取材に伺った際は、きりあえ（写
真右下）のほか、「麩寿司」（写真左）
も作ってくれました。
　「麩寿司」は、甘く煮詰めたおわん
型の丸麩で酢飯を包んだもので、
西川地区の一部で食されてきた郷
土料理です。
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▲一つ一つ丁寧に手で巻いていく手
間のかかる作業。岩﨑食品では、地
元のお母さんたちが熟練の技で素
早く巻いていました。
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▲若い人にも手に取ってもらえるよ
うにパッケージを新しくしたり、する
めなどを使った辛くない切り干し大
根巻きも作っています。
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▲硫黄燻蒸後の柿は、風通しの良い
所で1カ月程度吊るした後、赤外線
室に移して外側を乾かし、カビを防
止します。

▲硫黄燻蒸後の柿は、風通しの良い
所で1カ月程度吊るした後、赤外線
室に移して外側を乾かし、カビを防
止します。

▲春先の霜で収穫量は少なかったも
のの、出来は良かった昨年収穫の
柿。大量の柿の皮を手作業でむくと
ころから干し柿づくりが始まります。

▲春先の霜で収穫量は少なかったも
のの、出来は良かった昨年収穫の
柿。大量の柿の皮を手作業でむくと
ころから干し柿づくりが始まります。

　岩﨑さんは大学卒業後、新潟を
離れて農業とは関係のない仕事に
就いていましたが、祖父母の経営し
ていた「岩﨑食品」と農業を継ぐた
め、10年ほど前に地元にUターンし
ました。祖父母のもとで働きながら
新潟県農業大学校に通い、一から
農業や経営を学んだそうです。現在
は家業を継ぎ、平成30年にからし

巻きで認定を受けた「なりわいの匠」としても体験授業などを行っています。
　岩﨑さんは、「からし巻きを通して、西蒲区の魅力をたくさんの人に知ってもら
い、ふるさとの味を後世へつなげていきたい」と話していました。
◆「からし巻き」とは ◆
　乾燥した輪切りの切り干し大根を水で戻し、からしを塗って巻いて漬けたも
の。平成4年から始まった旧巻町の「特産品をつくるプロジェクト」で掘り起こさ
れ、地域の農家グループで人に聞いたり昔を思い出したりしながら作り、今の形
になりました。昔は田植え時期のごちそうとして重宝されていたそうです。
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　阿部さんは農業を営む傍
ら、新潟県農村地域生活ア
ドバイザーやJA女性部での
地産地消運動、農業委員な
どで、長年、地域の農業を盛
り上げようと活動してきまし
た。新潟県産米の魅力をPR
するために結成された、新潟
県の農家のお母さんたちに
よるユニット「新潟ライス
ガールズ」としても県内外で

活躍しているほか、「なりわいの匠」としても、きりあえづくり・みそづくり・豆
腐づくりなどで認定されており、小学校や地域の体験教室などで幅広い人
たちに郷土料理を伝承しています。
　きりあえづくりを始めたきっかけは、昭和50年代の旧岩室村での郷土料
理を復興させようという動きの中で、地域の女性たちで集まり、作り方を
習ったことが始まりだと言います。「いろんな人といろんな経験をさせてもら
えて楽しい」「これからもさまざまな活動を通じて郷土文化や農業の魅力を
伝えていきたい」と話す阿部さんの笑顔は、とてもパワフルで魅力的でした。
◆「きりあえ」とは ◆
　大根のみそ漬けを刻んで絞ったものに、黒すりごま・砂糖・刻んだゆずを加
えてあえたもの。岩室地区を中心とした旧西蒲原地域の郷土料理で、ご飯
のお供として食されてきました。昔は仏事の際に白いご飯を隠すために供さ
れた、という説もあります。
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問い合わせ
▼この記事の取材内容に関すること
　地域総務課 総務・管理財務グループ（☎0256-72-8179）
▼「なりわいの匠」に関すること
　産業観光課 農業振興グループ（☎0256-72-8407）

西蒲区地域伝統の「わざ」を伝える

阿部　マサ子さんきりあえづくり
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　阿部さんは新潟県農業大学校を
卒業後、JA越後中央での勤務を経
て、祖父母から「あべ農園」を継い
で柿づくりを始めました。それに伴
い、干し柿づくりも本格的にスター
トさせ、令和元年度に柿づくりや干
し柿づくりなどで「なりわいの匠」
の認定を受けています。地域の小
学校で柿づくりについての授業を

行ったり、いわむろやなどで干し柿づくり教室を行い、「わざ」を伝える活動をし
ています。
　一般的な干し柿づくりでは殺菌のために加熱やアルコールが用いられます
が、阿部さんの作る干し柿は、殺菌と酸化防止のために硫黄燻蒸を行ってから
吊るします。こうすることで、鮮やかな色が保たれるそうです。
　子どもの頃から家業を手伝い、郷土の良さを感じてきたという阿部さん。「自
分の「なりわいの匠」の活動などを通して、若い人にも農業に興味を持ってもら
いたい、郷土のことをもっと知ってもらえたら」と語ってくれました。
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阿部　雄平さん干し柿づくり岩﨑　修さんからし巻きづくり
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毎月第1・3日曜日発行 ≪ 西蒲区ホームページ ≫
1月16日

http://www.city.niigata.lg.jp/nishikan/

● 西蒲区データ　　人口 55,043人（－73）　世帯数 20,774世帯（－4）　男 26,674人（－46）　女 28,369人（－27） ※12月末現在の住民基本台帳。
　カッコは前月末比



＝日時　日 ＝参加費（記載のないものは無料）￥ ＝申し込み（記載のないものは申し込み不要。当日直接会場へ）　申＝会場　場 ＝内容　内 ＝対象・定員　人 問＝問い合わせ

　「JGAP指導員（農産物）資格」が取得できる、初心者向け研修会を開催します。
　①2月17日(木)午前9時半～午後6時（受付：午前9時～）、②2月18日(金)午前
9時～午後5時半 ※①②2日間の研修会です　　　西蒲区役所
　24人　※応募多数の場合抽選　　　19,250円（区づくり事業による一部補助後）
　1月28日(金)までに電話で産業観光課（☎0256-72-8407）へ

　4月10日(日)午前8時50分～正午（開場：午前6時、雨天決行）
※参加者には3月下旬をめどにゼッケン、計測チップを郵送しますので当日必ず
持参してください。また、当日は体調管理チェックシート（大会提出前用）を提出、
または、体温記録活用アプリ（テレサ）でのチェックをしてください
　スタート・ゴール地点　城山運動公園
　男女年齢別11部門のハーフマラソン(21.0975キロメートル)
その他　男女総合優勝、各部門6位まで、角田山賞（総合482位）を表彰します。
　独力で21.0975キロメートルを完走できる18歳以上の男女 先着700人
　1人6,000円　　　申し込み期限　2月16日(水)
　角田山一周ハーフマラソン大会実行委員会事務局(☎0256-73-1233)

　今年で7回目を迎える角田山一周ハー
フマラソン大会の参加者を受け付けてい
ます。区の特産品や温泉入浴割引券など
魅力ある参加賞も用意しています。申し
込み方法など詳しくは公式サイトで確認
してください。
公式サイトURL
http://nishikan-sports.com/kakudahm/

　市民と市長が意見交換を行う「市長とすまいるトーク」が、令和3年11月28日
(日)に西川多目的ホールで開催され、西蒲区内に居住または通勤・通学する76
人の参加がありました。
　「コロナ禍における新潟市の未来に向けた取り組み」をテーマに、市長講演が
行われ、その後の意見交換では、まちづくり、コロナ禍で大きな打撃を受けた観光
産業に対する支援や西蒲区の農業、産後ケア事業、人口減少に対する政策など
について、意見が交わされました。

　令和3年11月2日に発表された秋の褒章で、池坊巻華道会が緑綬褒状を受章
しました。緑綬褒章は、長年にわたり社会に奉仕する活動（ボランティア活動）に
従事し、顕著な実績を上げた人が授与の対象となっており、褒章を授与される人
が団体などの場合は、「褒状」の授与となります。
　池坊巻華道会は、30年にわたり巻駅待合室に生け花を展示するボランティア
活動を行ってきました。活動を始めた当初は約30人の会員で花を持ち寄り交代
で展示していましたが、現在は年間を通して8人ほどで活動しています。
　今回の受章を受け、会長の石井敏子
さんは、「地道な活動が評価され、光栄の
至りです。駅を利用する人など、生け花
を目にした人から声を掛けてもらったり、
駅員さんにメッセージを渡してもらった
こともありました。皆さんの楽しみや癒し
になっていることを心強く感じ、これから
も活動を続けていきたいです。」と話して
くれました。

相談時間

①午後1時半～2時半
②午後2時半～3時半

2月 相談会場
15日(火)
17日(木)
21日(月)
25日(金)

西川健康センター
岩室健康センター

巻地域保健福祉センター
潟東健康センター

定例日健康相談会のご案内

農業者のみなさんへ　JGAP指導員基礎研修会を開催

～海と山が織りなすロケーションを走り抜けよう～

♡育児相談会（要予約）
　2月14日(月)（受付：午前9時半～
11時）
　巻地域保健福祉センター
　個別相談、体重測定、栄養相談
　区内在住の乳幼児の保護者
持ち物　母子健康手帳、バスタオル
開催日の前日までに電話で巻地域保

健福祉センター（☎0256-72-7100）へ

♡妊婦歯科健診（要予約）
　2月10日(木)（受付：①午後1時～、
②午後1時25分～、③午後1時50分
～）
　巻地域保健福祉センター
　西蒲区に住民登録している妊婦 先
着24人
持ち物　母子健康手帳、妊婦歯科健
診受診票
　1月19日(水)から市役所コールセ
ンター（☎025-243-4894）へ

　新型コロナウイルス感染症の状況
により、事業実施が困難となった場
合には、ホームページなどでお知ら
せします。
　感染症予防のために、マスクを持
参・着用してください。

♡はじめて離乳食（要予約）
　2月28日(月)午後1時半～2時半
（受付：午後1時15分～）
　巻地域保健福祉センター
　離乳食のはじめ方と進め方、体重
測定（希望の人）
　生後5カ月ごろの乳児の保護者 先
着15人
持ち物　母子健康手帳、バスタオル
（赤ちゃん連れの場合）
　1月19日(水)～2月26日(土)までに
市役所コールセンター
（☎025-243-4894）へ

【2月の健診のお知らせ】
•1歳誕生歯科健診
•1歳6カ月児健診
•3歳児健診
※対象者には、個別に案内を送付しています
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　保健師・栄養士が個別で健康相談に応じます。体組成測定（体脂肪率や筋肉
量など）、血圧測定、血管年齢測定、生活習慣病予防のためのアドバイス
持ち物　健康診断や人間ドックなどの結果、内履き
　各相談日の2日前までに電話で巻地域保健福祉センター(☎0256-72-7100）へ

新型コロナウイルス感染症の拡大状況により、掲載したイベントは急きょ中止となる場合があります。感染症予防のため、3密（密集・密接・密閉）の場
所の回避、こまめに手洗い・手指消毒を行う、飛沫防止のためにマスクを持参し着用するなど「新しい生活様式」の実践をお願いします。

ひまつ

　令和3年12月1日(水)に巻西中学校で防災講座が開催されました。この講座は、
特色ある区づくり事業の一環として、コロナ禍の避難所での感染症対策の工夫に
ついて知ること、体験活動を通して災害時の要支援者の支援方法を学ぶこと、生徒
一人一人の防災意識と地域の一員としての自覚を高めるきっかけを作ることを目
的としたものです。
　コロナ禍での災害時は感染症対策用品の不足も予想される中、ハンカチを使っ
た簡易マスクの作り方やクリアファイルを用いたフェイスシールドの作り方につい
て、講師の実演により紹介されました。
　白 を使用したブラインドウォークや車いす操作の体験活動では、生徒から「見え
ない！」「怖い！」といった感想が挙げられたほか、「こうやってもらうと安心」という気付
きもあった様子でした。
　ブラインドウォーク体験を指導した視覚障がいを持つ石川登志子さんからは、「災
害時には今日の体験を活かして手を貸してもらいたい。日頃から周りにいる高齢者
や障がい者を気にかけてもらえるとうれしい。」と話がありました。また、車いす操作
体験を指導した地域の防災士の畔柳光男さん、真島正光さんからは、「中学生にな
ると力もあるので、支える側としてできることをやってほしい。自分の命は自分で守
るということを忘れずに学んでいってもらい、防災・福祉に興味を持ち、家族と避難
所やハザードマップを再確認してください。」と生徒たちに伝えられました。

ま ち の
話 題 !

巻西中学校で
防災体験学習が行われました

令和3年度「市長とすまいるトーク」が開催されました

池坊巻華道会が緑綬褒状を受章
令和3年秋の褒章

海と山が織りなすロケ シ ンを走り抜けよう海と山が織りなす ケ シ を走り抜けよう

第7回　角田山一周ハーフマラソン大会　参加者受付中
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　12月23日(木)・27日(月)に、巻地区公民館で、第7回および第8回西蒲区
自治協議会が開催されました。主な内容は次のとおりです。
第7回（12月23日開催）
①令和4年度　特色ある区づくり事業について
②西蒲区スポーツ施設の廃止について
第8回（12月27日開催）
①各部会の状況について
②公共施設再編案について

●赤ちゃん広場「骨盤体操教室」
　1月25日(火)午後2時～3時
講師　陶山明子さん（カイロプラクター）
　あさって18日(火)から直接または電話
で同センターへ
●なっちゃん先生と遊ぼう
　2月3日(木)午前10時半～11時
講師 下田奈津美さん（ダンスインストラクター）
　1月27日(木)から直接または電話で同
センターへ
●赤ちゃん広場「リラックスヨガ」
　2月8日(火)午後2時～3時
講師　渡辺佳子さん（ヨガインストラクター）
　2月1日(火)から直接または電話で同セ
ンターへ

●育児講座「ドキドキ・ワクワクThe入園」
　2月3日(木)午前10時～11時
講師　斎藤裕さん（新潟県立大学教授）
　先着5組
　直接または電話で同センターへ

●足育講座
　1月27日(木)午前10時20分～11時20分
講師　山田宏大さん（靴のやまごん代表）
　先着6組
　直接または電話で同センターへ
●豆まき会
　2月3日(木)午前10時50分～11時20分
　先着6組
　直接または電話で同センターへ
●育児講座「子どもの遊びについて&
　ゆたぴーの作って遊ぼう」
　2月4日(金)午前10時20分～11時20分
講師　斎藤裕さん（新潟県立大学教授）
　先着6組
　直接または電話で同センターへ

●離乳食見学会
　1月18日(火)午後2時～同30分
講師　一場智美さん（栄養士）
　先着7組程度
　直接または電話で同センターへ
●ベビーマッサージ
　1月28日(金)午前10時半～11時半
講師　TeharueT(てはるて)さん（ベビー
マッサージ指導者）
　先着7組程度
　直接または電話で同センターへ

●健康講座「心のメンテナンス」
　1月19日(水)午前10時半～
講師　坂井純子さん（保健師）
　先着10組
　直接または電話で同センターへ
●豆まきごっこ
　2月3日(木)午前10時半～

●清水先生おやこ体操
　1月19日(水)午前10時半～
　先着5組程度
　直接または電話で同センターへ
●みんなで楽しい音楽遊び
　1月27日(木)午前10時半～
　先着6組程度
　直接または電話で同センターへ

　1月の休館日は1月18日(火)午後です。
新型コロナウイルス感染症の拡大防止の
ため、当面の間、通常と異なる利用方法と
します。詳細はホームページで確認してく
ださい。ご理解とご協力をお願いします。
●おうち時間プラス「たこ揚げづくり」
　たこ揚げのたこを作ります。室内でも
遊べるたこ作りです。おうちで作れる
キットも配布します。
　1月26日(水)午前10時半～
※おうちで作れるキットは随時配布（先
着10個）
　館内で作る場合、先着3組
　直接または電話で同センターへ

施設の電気工事に伴い停電となります
ので、以下の日程で終日休業します。ご
みの搬入ができませんので注意してくだ
さい。ご理解とご協力をお願いします。
休業日　1月30日(日)
　巻清掃センター（☎0256-76-2831）

　皆さんが作成した自筆証書遺言書を法
務局で保管することで、「家族に発見さ
れない」「改ざんされる恐れがある」と
いった問題が解消されます。また、家庭
裁判所での検認や、公正証書遺言のよう
な証人は不要です。
　自身の財産を家族に確実に託すため
に、自分で書いた遺言書を法務局に保管
しませんか。
　詳しくは、法務局に問い合わせてくだ
さい。
　新潟地方法務局供託課
（☎025-226-0956）

　集団予防接種でB型肝炎になった人と
その家族を対象にした弁護士による無料
電話相談です。給付金請求の手続などに
ついて、弁護士が相談に応じます。
　1月22日(土)午前10時～正午
　全国B型肝炎訴訟新潟事務所(中央区西
堀前通)
　電話相談および個別相談
※個別相談は要予約
電話で同事務所（☎025-223-1130）へ

■新潟県高齢者総合相談センター
　高齢者やその家族が抱えるいろいろな
心配事・悩み事の相談を受けています。
一般相談　平日午前9時～午後5時
法律相談 1月24日(月)、2月14日(月)・
28日(月)午後1時半～4時半
※法律相談は要申し込み
　新潟ユニゾンプラザ（中央区上所2）
　電話で新潟県高齢者総合相談センター
（☎025-285-4165）へ

■新潟県認知症コールセンター
　認知症の人やその家族が抱える心配事・
悩み事に関する相談を受けています。
　平日午前9時～午後5時
　新潟県認知症コールセンター
（☎025-281-2783）

　料理のプロ（現役料理人）から匠の技
を教えてもらいましょう。各テーブルに
講師がついて指導します。
　2月4日(金)午後6時～
　岩室地区公民館
　パーティーで使えるイタリアン
　先着16人
　1,000円
持ち物　エプロン、三角巾
　1月25日(火)までに電話で岩室調理師
会(☎0256-82-5715)へ

　健康づくりの一環として、一緒に西蒲
区を歩きましょう。
　①2月4日(金)、②2月18日(金)いずれも
午前9時半～11時半
集合・解散場所 ①巻地域保健福祉セン
ター、②西川健康センター
　電話で同会　平原
（☎090-2754-5440）へ

　先輩ママの体験談などを通して、復帰後の
生活を考えるセミナーを開催します。これか
らの生活のこと、一緒に考えてみませんか。
　①2月6日(日)、②2月27日(日)いずれも
午後1時半～3時半
　新潟ユニゾンプラザ（中央区上所2）
　①「夫婦で仕事と家事育児…イライラと怒
りと対処法」、②「復帰前にすべきこと・したほ
うがよいこと・やらなくていいこと」
　配偶者が数か月後に職場復帰を予定して
いる男性、または、現在配偶者が産後休業
中・育児休業中の男性　先着16人
保育　生後6か月以上の就学前児　先着
10人 ※1月23日(日)までに申し込みが必要
保育協力費　子ども1人200円
　電話で公益財団法人新潟県女性財団
(☎025-285-6610)へ

　岩室温泉街の慶覚寺を、幻想的な光でライトアップしています。冬の夜、
美しく灯りのともるお寺の庭を散策しませんか。一日だけの冬花火も上が
ります。
　また、岩室温泉ほか区内の温泉施設に泊まると温泉街のお店で使える
「岩室観光手形」もプレゼント中。今なら「使っ得!にいがた県民割キャン
ペーン」でお得に泊まれます。冬の岩室温泉を存分にお楽しみください。

■慶覚寺ライトアップ・茶店
　開催中～1月30日(日)までの金・土・日曜 午後5時～9時
　慶覚寺
■岩室温泉芸妓の舞
　きょう16日(日)・23日(日)・30日(日) 
　午後5時～同10分
　慶覚寺
■岩室観光手形配布
　開催中～1月31日(月)まで
　岩室温泉・田ノ浦温泉・角田山温泉の
　各旅館宿泊者
■岩室温泉「冬花火」
　1月22日(土) ※荒天の場合29日(土)に開催

　岩室温泉観光協会（☎0256-82-5715）

子育て子育て子育て

ころころ広場ころころ広場（世代交流館 どんぐりの舎内）（世代交流館 どんぐりの舎内）（世代交流館 どんぐりの舎内）
0256-72-6240問

さくらんぼさくらんぼさくらんぼ
025-375-5690

（中之口こども園内）（中之口こども園内）
問

ぽかぽかコアラぽかぽかコアラ
0256-82-2900

（岩室保育園内）（岩室保育園内）
問

0256-82-2169
（岩室地域児童館）（岩室地域児童館）

問

あそびの山あそびの山

お知らせお知らせお知らせ

相　談相　談相　談
B型肝炎特別措置法 電話相談・個別相談

新潟県高齢者総合相談センター・認知症
コールセンター 相談窓口のお知らせ

催　し催　し催　し
「匠の技教えます 第十七弾」料理教室

西蒲区を歩こう会　体験会

男性向け講座「妻が育休後、
職場復帰します」

問

問

問

お知らせ版
＝日時　 ＝会場　 ＝内容　 ＝対象・定員　
＝参加費（記載のないものは無料）
＝申し込み（記載のないものは申し込み不要。当日直接会場へ）　

日
￥
申

問
場 内 人

＝問い合わせ

　新型コロナウイルス感染症の影響により、掲載した催しなどが中止となる場合
があります。開催については事前に主催者へ問い合わせてください。感染症予防
のため、催しなどに参加する際はマスクを持参し着用してください。

～冬の岩室に光が灯る～ 岩室温泉「灯りの庭」～冬の岩室に光が灯る～岩室温泉「灯りの庭」

（子育て支援センター・児童館）（子育て支援センター・児童館） かるがも広場かるがも広場（鎧郷保育園併設）（鎧郷保育園併設）（鎧郷保育園併設）
0256-88-2286問

ぴよぴよぴよぴよ
0256-86-2023

（かたひがし保育園内）（かたひがし保育園内）
問

トマトくらぶトマトくらぶトマトくらぶ
0256-78-8817

（めぐみこども園併設）（めぐみこども園併設）
問

令和3年度　第7・8回西蒲区自治協議会

※詳しくは、西蒲区ホームページをご覧ください
■次回開催
　2月24日(木)午後から 　　　巻地区公民館
　地域総務課地域・安心安全グループ（☎0256-72-8156）

　1月16日号より、公立の子育て支援
センターに加えて、私立の子育て支援
センターも掲載します。定期開催の催
し（誕生会、発育測定など）は掲載しま
せんので、各施設に確認してください。

鎧潟クリーンセンター 休業について

自筆証書遺言書を法務局が保管します

きょうがくじ

あか

令和4年 1月16日 に し か ん  33

問い合わせ・申し込みの際は、電話番号のかけ間違いがないようご注意ください。　はにいがた未来ポイント
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